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市
制
随
行
三
十
瑚
年
を
迎
え

市
民
み

e
s
sと
と
も
に
明
日
の

L
A
N
"
市
づ
〈

η
を
樋
り
合
え
止
す

こ
と
は
市
長
と
し
て
こ
の
う
え

公
パ
い
歯
槽
び
で
あ
句
去
す
.

大
村
市
M
F

被
修
と
し
て
誕
生
し

て

ua本
錨
町
岐
そ
し
て
M
T
相
偲

市
へ
の
再
出
俸
と

縫
e
p
の
紙
線

金
保
で
今
日
告
迎
え
る
こ
と
が
で

さ
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
県
当
局

は
じ
め
先
輩
漏
賀
の
ご
努
力
し
と

市
禍
備
会
お
よ
び
士
市
民
み
な
さ
ま
の

力
強
い
ご
を
援
の
た
主
も
の
で
ゐ

り
ま
し
て
、
ニ
こ
に
海
〈
怠
雌
の

九
州
情
断
臼
鋤
嚇
送
、
腕
鵬
粁
輸
怖
の

早
期
信
裂
と
ゐ
い
ま
今
で

川械の

中
心
附
市
と
し
て
の
崎
健
を
耐
え

ss
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

き
て
.
大
村
市
も
今
年
よ
り
い

よ
い
よ
噺
空
港
の
建
設
が
始
ま
り

b
a
F
A
，ル』
t
b
デ
、

ιの

n，
e-+'

・

こ
の
時
に
あ
た
り
こ
明
る
〈
住

ze
よ
パ
い
制
調
釦
聞
の
と
れ
た
ま
九
づ
〈

り
」
を
い
か
に
長
副
司
ミ
坐
で
い
〈

か
与
え
ら
れ
た
調
唾
色
Z
た
L
K

eい
の
で
あ
り
ま
す
・

M

弘
は
太
村
合mが
い
つ
念
で
も

』
の
唯
み
き
守
た
型
合
れ
い
Ag

水
と
絡
に
同
開
ま
れ
た
入
情
味
-z

か
会
ま
ら
を

Lτ
健
属
し
で
い
〈

か
を
梅
本
に
色
お
い
て
二
れ
か
ら

の
幡
市
県
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
作
し

進
の
た
い
左
宥
一え
て
お
り
ま
す
・

そ
の
た
め
に
ほ
社
会
教
山内、

市
制
施
行
三

t
刷
与
の
記
念
す

ぺ
身
陸
作
に

h

刷出
品在、司
錨械
金
を
代
偽
し

ご
あ
い
さ
つ
ゆ
L
-の
げ
る
こ
と
を

こ
の
う
え
会
〈
先
栄
と
存
ピ
ま
す
@

本
市
は
昭
初
十
七
字
一一
月
1

円
、
時
代
の

aemに
よ
り

m
mと

し
て
の
怠
違
令
袖
W
M
腐
を
め
ざ
L
T

-

U

町
五
a
z
N
M
V
合
同
附
L
令
国
で

ぺ
八
需
日
の
市
制
金
主
盆
略
さ
れ
た

の
で
あ
り
左
す
・

し
か
る
に
終
報
と
い
う
わ
が
国

町
史
U
S本の
e
F
厳
に
た
ら
い
た
り

市
使
の
方
向
づ
け
を
恨
底
か
ら
&

支
し
平
相
純
益
法
会
ら
ぴ
に
地
必

告
し
と
わ
け
で
あ
り
ま
す
・

そ
れ
以
来
。
，
R
ま
で
工
喝
勝
叙

に
情
報
的
に
の
り
だ
し
過
録
地
鳴

自
治
法
の
亀
宅
と
時
金
耐
ピ
〈
し

で
続
危
な
大
村
市
は
悩
闇
侮
市
、

ナ
刷
M
W
市
を
目
様
と
し
て
再
出
絶

か
ら
栴
〈
副
院
M

岬
し
与
と
と
も
に
鑓

属
し
つ

つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
た
笹

諸
債
の
血
の
に
じ
む
よ
う
会
ご
汚

書

h
と
市
民
各
位
の
力
強
い
ご
愉
力

の
崎
で
あ
り
吐
か
ら
犠
g
t
ao劇

を
仰
げ
る
も
の
で
ゐ
り
ま
す
・

今
後
大
村
市
は
新
空
港
長
崎

新
紳
助
穂
高
達
自
動
帯
血
海
の
K
R

刷喝
も
植
民
主
会
り
-
-
れ
ら
が
完
成

い
た

Lま
す
と
眼
下
の
交
通
の
腎

衝
と
L
て
飛
絹
的
令
姥
庖
贋
M
V
馴
待

島
れ
ま
す
こ
と
は
緩
に
事
ぴ
に
に

え
会
い
次
訴
で
ゐ
り
ま
す。

し
た
が
ヲ
て
こ
れ
ら
開
閉
完
成

予酬
は
政
省
内
に
力
金
入
れ
、

R
7
9

d

缶
入
づ
〈

η
を同
ゆ
か
る
と
と
も
戸

温
調
い
立
帽
の
人
た
ら
を
た
い
曾
つ

に

Lr-社
会
福
祉
の
向
L
L
と
.
“前

迎
会
全
橘
環
境
づ
〈
り
に
陶
か
勺

て
ま
い
進
し
え
い

t
'fえ
て
ba
り

ま
す
・

化
-
る
す
べ
き
三
十
明
年
に
あ
た

り
市
民
み
舎
さ
ま
の
ご
鍵
峨
金

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
L
て

富
ご
an
い
さ
つ
と
い
危

L
ま
す
・

-
池
田
の
働
市
づ
〈
り
に

つ
い
て
は
‘

k
'

柵
忽
が
決
定
さ
れ
て
お
り
個
々

具
体
的

a
M肝
護
機
温
を
比
例

η酬
明
る

〈
住
み
よ
い
綱
相
の
と
れ
た
町
ず

〈
り
に
向
か
っ

τ踊歯周
-
m
同
心
を

鉱閉た
に
い
な
し
情
織
的
に
努
力
い

た
し
た
い
所
得
で
あ
り
ま
す
・

今
後
と
も
市
民
の
符
憾
の
曙
か

い
ご
支
援
と
ご
治
力
を
眠
り
ま
す

ょ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
あ
げ

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
a
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山富
功
労
者
を
表
彰

記念式典
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市
民
憲
章
な
と
発
表

四
月
八
日

I

p

 

h
t
副

4
副
町

市
制
施
正
一
一一

十
調
印
午
の
記

念
式
典
は

地
足
温
山
品
吊
同

会
議

u
川県榊

凶
州
占

p
h
.
y
ι
e

段
の
改
来
依
賓
を

お
附
矢
き
c
し
で

犠
償
金
巾
に

4民
大
に
昼
下
仔
き
れ

ま
し
た
。

式
典
は
マ
マ
コ
ラ
ス
の
市

歌
に
よ
り
開
港
さ
れ
、
般
本
市
伎

の
あ
い
さ
つ
功

h
R
の
u
n
m
w

様
賓
の
旧
慣
M
M
に
つ
い
で
市
川
氏
ue

市
が
径
災
き
れ
市
花
、
大
村
八

討
の
経
炎
は
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ

れ
ま

L
た・

式
後
、

r
ト
ラ
ク
ン

自
J

に
修

うける福図伊豆郷氏

らのどヨn，'¥り
'j い"で I rH 
円まを功ラ ψ 
おしね訂スマ年
彰 た き 宿舎 マ合

き
れ
た
か
と

が
た
ほ
次
の

と
れ何り
で
6

・

歴
代三

役

柳
附
政
一

L
尺
付
純
約

末
泳

端

付
川
武
得

~~~~->J7'-.:..n"..:..n-~~ 

rおおむらざくら』

渋

江

武

太
古
崎

U

穂
町
金
円

一水
川
崎

信

元
市
議
会
議
員

、初
代
)

内

川

崎

小

作

h
q

思
剛

山喝
崎
末叩
M

Mμ

婚
礼
前

一
悩
附
学

(永
年
寄
)

た
間
作
次
郎
蝶
川

茂

市
川

一
郎

藤
崎
寛

一

川

Fd
n

小

柑

寺

復

秀

m
H

飯
値
上
太
郎

現
市
説
会
議
員

雲
市
吊
年
寄
)

一畑作
提
案

小
川
ム
ベ
軽

水
時
h
d
r

人

H
陵
高

井

石

ト

キ

松

躍

起

三
島
患
者
大
川
内
話
一

特
別
自
治
功
労
者

決 定

'刊i{EJ子li:tli30周年金記念して

市花
久
般
金
六

坪
内
八
邸

中
編
A
対
話
代
筒
刷
房

一

米

岡

滝

十

川

，G
武

一

問
中
一一
郎

深

田

良

後

社
会
福
祉
功
労
者

九永
年
寄
)

門
前
保
二

相
聞
儀
作

光
山

h
位

前

倒

イ

ν

清
水

t
潟

市

悦
悶
宙
開
嘆

神
原

弥

一

福

附

句

噴

池

間

ノ

イ

益

問
日
池

山
口
セ
イ

川
茂

滑

情
団
付
俊
中
村
総
m
F

'
V
L

野
諸
は

(篤
行
番
)

平
山
恨
五
回

悶

中
島
車

産
章
握
興
功
労
者

〔永
年
者
)

編
困
伊
冗
郎

的
松
玄
治

‘ を募集 しました結果59過の応移があ

り 2J包が『おおむ勺ぎくら』でし

たのでも鋤せAで次のかたを当せAと

しましと。
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助
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口
筏
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細
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由
次

今
型
重
盛

驚
塚
W
4
次
郎

末
開
孝
太
郎

洪

滑

閃

郎

教
育
文
化
功
労
者

一
瀬

亘

内

山

武

一
様

梢

次

鈴

木

忠

次

占

図

一

夫

喝

場

電

後

深
堀
篇
栄

三
原
弁
泊

村
鍋問
機
司

川

瀬

銀

市

崎
口
孫

一

海
辺
貞
兎

悶

川

健

矢

倉

省

吾

汽
情
主
エ

大
石
栄
太
郎

外
山
一三

郎

酉

秋
線

(篤
行
者
)

浜
口
ク
イ

究
川
F

炉
供
臥
町
内
市
川

久
保
胸
奥

磁
平
電
後

小
浜
初
一三
郎

野
口
岨
太
郎

作

堵

静

臥

1
4

縮
口
義
男

『おb'もらぎ〈ら， "八重械 をニ

つl電ねえこかっこうの独符の二段咲

のは 200枚!こ 也速するなどの特長が

きを しで ，l'の外側にあるが〈片の

Z攻2手、 10校(普通の館Itli枚)で、 l'

あ句 ピノク色の優雅なことで有名

弁の総肢は少会いものでω校多いι

?官 .

消
防
功
労
者

(最
年
寄
)

久
間
繁
太
郎
作
本
文
夫

杉
本
敏

夫

針

山

秀

催

中
昭
正
発

町
務
連
絡
員

(永
信
号
者
)

席
上
太
久

wd
沼
崎
池
滑

久
町
伝
聞
郎
衛
安
仲
立巧
作

大
浦

ma軍
積

地

提

降

村
本

-
雄

平

野

惣

次

郎

徳
一一永

明

道

崎

常

一

優
良
団
体

大
村
市
迎
合
崎
入
会

期
九
緬
依
存
会

大
付
剛
芸
高
M
H
作
物
保
線
庖

新
峨
納
悦
貯
笹
組
合

a
h
c
、
凶
円
九
日
は
悩

L
Lの

(炎
紙
写
奥
)
で
賑
わ
い
ま
し
た
~
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14) 

か

の
織
と
し
て
の
市
民
体
背
館

=

也

E
千
二
百
万
円
V

を
樋
殺
し
て

お

η
ま
し
た
が
あ
い

つ
い
で
様

成

L
、
ょ
。
帳
か
な
市
民
常
渇
の

向
上
に
犬
舎
〈
奇
与
し

τお
り
ま

r
・

な

老人福祉セ ンター霊称名

市
制
三
十
岨
同
信
号
詑
念
事
実
と
L

で
埋
設
さ
れ
え
総
合
福
祉
七

ン
タ

の
中
に
あ
る
を
人
様
祉
セ

'J
'

の
愛
称
純
金
募
集
し
ま
し
た
結

保
『
き
〈
一
勺
花
』
と
決
定

L
ま
し

た
・
応
募
総
敏
二
百
四
十
四
伎
で

『さ
〈
ら
荘
』
が
七
段
あ
り
鱒

ぜ
ん
の
給
泉
は
次
の
と
haη
で
し

一-z
 

ν守治
4
h
r
A
古
町
)

幽
百
件
禽

{同
小
路
}

江
孤
ミ
ス

ご

J

・2

中
u
m俊
ω
m
A
木曜喝
aw
)

村
本
み
ど
り
A

時
市
〕

宮
崎
仔

F
A長
崎
)

跡仏本
あ
き
ら

{長
鱒
)

と決定

市
民
生
活
の
向
上

rさ〈ら 荘』

b おおむ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

総
合
福
祉
セ
J

タ
1
内
に
は
、

社
会
福
祉
セ
ノ
タ

1
、
を
人
箔
祉

セ
ン
タ
ー
、
勘
労
脅
少
等

ホ

ム

が
あ
り
ま
守
・

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

市政だより

市
民
体
育
館

中
絶
区
住
民
セ

ン
タ
ー
内
に
は

商
大
村
山
伺
強
肩
、
中
陥
旭
区
公
民
総

少
年
七
M
タ
ー
が
あ
り
ま
す
・

[!??;fJtじ竺J
φ
地
区
住
民
セ
〆
タ
ー
の
中

--a凧

各
地
医
金

三
市

蹄

悶

大

村

両

大

村

宜

湖

町

松

福

竜

あ
い
つ
い
で
落
成

市
民
体
背
館
内
に
は
、
大
体
育

委

.
4体
育
室
ト
レ
}
ニ

M
グ

セ
J

夕
、
勢
食
吏
家
室
会
ど
が

あ
円
ま
す
・

の
七
チ
ー
ム
M
V
U

い
合
い
、
彼
械

を
腿
附
し
て
‘
わ
ず
か
四
十
秒
の

川

市
は
、
市
型
-
干
周
年
を
記
念

L

酬

で
.
ι
?と
し
よ
り
と
君
品
川
少
年

川

の
た
の
の
総
合
M
M
被
セ
シ

タ

久

川

町
叩

z
f
f
h
3

川
市

式

出
碑

幕

開
山
~
章

除

則

州

市

宜
思

判

山
間

唄

剛
山

間
人

一
位
七
干
七
百
万
円
)
地
域
住
民

の
行
政
A
V
I
ピ
ス
と
修
士
護
教
刊
の

嶋
と
し
で
小
池
医
住
皮
セ
ン
タ
ー

(
四
千
六
百
三
一
+
五
万
円
)
を

幼
児
か
ら
芭
人
ま
で
の
キ
語
体
育

一明
る
〈
、
住
み
よ
い
開
相
の

宅
で
西
大
“"
が
竹
般
を

b
sえ
て

燭
絡
し
ま
し
た
・

成
績

M
次
の
と
b
η
で
す
・

η
ゥ
ぱ
会
施
設
が
で
き
ま
し
た

の

で

気

侭
に
ご
判
悶
〈
氾
さ
い

制
地
反
銘

①
西
大
M
何

事
竹
紙

S
-z満

宮
鈴
図

司
一網
量

密
ー大村

所
零
時
間

二
待
問

-
a万
三
+
秒

一一
M
m
M
問
一-
G
H
+
o蛤
V

巴，

同

H
九
日

午
前
十

一
時

市
伶
昼
間
制
に

ニ
暗
闇
九
分

側
騰
し
で
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